
家族ががんになった子どもを支える 

～ 予後について ～ 
 

予後について話す  

がんについて話をするときには常にあてはまることですが、回復の長期的な予後について

話すときにもお子さんの年齢に配慮しましょう。子どもの年齢に合わせて必要な情報だけ

を伝えるようにしましょう。   

いちばん重要なことは、隠 し事はしないから、心配な事は何でもあなたに正直に聞いてかま

わないのだと伝えることです。  

お子さんの感情に変化がないか注意を払いましょう。そのような変化は不安からくるストレ

スが原因かもしれません。お子さんが誤った情報を受けていないか確認してください。  

子どもは、他の情報源から誤解を招くようなことを聞いて、真実ではないことを想像してし

まうことがあります。子どもの年齢によっては、インターネット上の不正確な情報にアクセス

することもあります。  

子どもと一緒にお話ししながら、子どもがどの情報源から情報を得ているか、誤った情報

を持っていないかどうかも時折確認しましょう。時々子どもは、他人から誤解を招くような

ことを聞いて、真実ではないことを想像してしまうことがあります。  

予後がどのようなものであれ、親が死んでしまうのか初めから知っておきたいという子ども

もいます。あなたは、医師の助けを借りて、がんを治すために可能な限りのことをしている

と言うことから始めることができます。  

がんが進行し症状が重くなっても、医師が治療に最善を尽くしてくれていることや、治療

の進みぐあいをお子さんが理解できるように伝えることはできます。そんなときも、希望を

持ってください。  

お子さんはあなたから手掛かりを得ます。死や死の過程についてお子さんが疑問を持って

いるならば、経験豊かなカウンセラーに相談してみるのも良いでしょう。  
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特定非営利活動法人 Hope Tree(ホープツリー) ～パパやママががんになったら～ 

https://hope-tree.jp/   
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